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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
隧道の壁面に沿って延線される電車線路用のき電線を挟んでそれの上方及び下方において
壁面に固定される上部取付金具及び下部取付金具と、
前記上部取付金具に上端が枢支される上部碍子及び前記下部取付金具に下端が枢支される
下部碍子と、
前記上部碍子の下端と下部碍子の上端とを互いに枢着する枢ピンの一端側に設けられるき
電線引留部材と、
前記上部碍子と上部取付金具との間又は下部碍子と下部取付金具との間に介設され、少な
くとも一方の碍子の枢支位置を上下に調整する調整金具とを具備することを特徴とする隧
道内のき電線支持装置。
【請求項２】
前記き電線引留部材が、前記枢ピンの一端側に固定された台座と、この台座にナットで締
め付け固定されるＪ型ボルトとを具備し、このＪ型ボルトと台座との間にき電線が抱持さ
れることを特徴とする請求項１に記載の隧道内のき電線支持装置。
【請求項３】
前記調整金具が、前記上部取付金具又は下部取付金具に枢支されるアイ部とボルト挿通部
とを有するアイ金具と、
このアイ金具のボルト挿通部に挿通されナットにて固定されるねじ棒部と前記上部碍子の
上端又は下部碍子の下端に枢支されるクレビス部を備えたクレビス金具とを具備すること
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を特徴とする請求項１又は２に記載の隧道内のき電線支持装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、隧道の壁面に沿って延線される電車線路用のき電線を隧道の壁面に対して所
定の絶縁間隔を確保しつつ支持するためのき電線支持装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
従来き電線は、隧道の壁面に上下２つの碍子によって支持されているが、壁面に対する絶
縁間隔を調整するのが容易でない難点があった。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
従って、この発明は、壁面に対する絶縁間隔を調整するのが容易なき電線支持装置を提供
することを目的としている。
【０００４】
【課題を解決するための手段】
この発明においては、上記課題を解決するため、隧道の壁面Ｔに沿って延線される電車線
路用のき電線Ｗを挟んでそれの上方及び下方において壁面Ｔに上部取付金具２及び下部取
付金具３を固定し、上部取付金具２には上部碍子４の上端を、下部取付金具３には下部碍
子５の下端を夫々枢支し、上部碍子４の下端と下部碍子５の上端とを枢ピン６で互いに枢
着し、この枢ピン６の一端側にき電線引留部材７を設け、上部碍子４と上部取付金具２と
の間又は下部碍子５と下部取付金具３との間に、少なくとも一方の碍子４，５の枢支位置
を上下に調整する調整金具８を介設させて隧道内のき電線支持装置１を構成した。
【０００５】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施の形態を説明する。図１はき電線支持装置の正面図、図２は
き電線引留部材の正面図、図３はき電線引留部材の平面図、図４は調整金具の正面図であ
る。
【０００６】
図１において、き電線支持装置１は、隧道の壁面Ｔに沿って延線される電車線路用のき電
線Ｗを、壁面Ｔとの間に所定の絶縁間隔を保って支持している。
【０００７】
き電線支持装置１は、上部取付金具２及び下部取付金具３、上部碍子４及び下部碍子５、
枢ピン６に付設された電線引留部材７を備える。
【０００８】
上部取付金具２及び下部取付金具３は、き電線Ｗを挟んで、それの上方及び下方において
壁面Ｔに固定される。
【０００９】
上部碍子４は、上端にクレビス部４ａ、下端にアイ部４ｂを備えたポリマー碍子で、上部
取付金具２にクレビス部４ａが枢支される。下部碍子５は、上端にクレビス部５ａ、下端
にアイ部５ｂを備えたポリマー碍子で、アイ部５ｂが、調整金具８を介して下部取付金具
３に枢支される。
【００１０】
上部碍子４の下端のアイ部４ｂと下部碍子５の上端のクレビス部５ａは、枢ピン６によっ
て互いに枢着されている。枢ピン６の一端側に、電線引留部材７が設けられる。き電線引
留部材７は、枢ピン６の一端側に固定された台座７ａと、この台座７ａにナット７ｃで締
め付け固定されるＪ型ボルト７ｂとを具備し、このＪ型ボルト７ｂと台座７ａとの間にき
電線Ｗが抱持される。
【００１１】
下部碍子５と下部取付金具３との間に調整金具８が介設され、下部碍子５の枢支位置を上
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下に調整することができるようになっている。調整金具８は、アイ金具８ａと、クレビス
金具８ｂとを具備する。アイ金具８ａは、下部取付金具３に枢支されるアイ部８ｃとクレ
ビス金具８ｂに連結されるボルト挿通部８ｄとを有する。クレビス金具８ｂは、クレビス
部８ｅとねじ棒部８ｆとを具備する。クレビス部８ｅは下部碍子５のアイ部５ｂに枢支さ
れる。ねじ棒部８ｆは、アイ金具８ａのボルト挿通部８ｄに挿通され、ナット８ｇにて固
定される。なお、上部碍子４及び下部碍子５の上下の向きを変え、上部碍子４と上部取付
金具２との間に調整金具８を介設する構成をとることもできる。
【００１２】
【発明の効果】
以上のように、構成された本発明の支持装置１は、電線引留部材７付きの枢ピン６で既製
のポリマー碍子４，５を枢支することにより容易にき電線Ｗを支持することができ、調整
金具８を調整することにより、き電線Ｗの上下位置及び壁面Ｔからの離隔位置を容易に調
整することができるという効果を有する。
【図面の簡単な説明】
【図１】き電線支持装置の正面図である。
【図２】き電線引留部材の正面図である。
【図３】き電線引留部材の平面図である。
【図４】調整金具の正面図である。
【符号の説明】
１　　き電線支持装置
２　　上部取付金具
３　　下部取付金具
４　　上部碍子
４ａ　クレビス部
４ｂ　アイ部
５　　下部碍子
５ａ　クレビス部
５ｂ　アイ部
６　　枢ピン
７　　電線引留部材
８　　調整金具
８ａ　アイ金具
８ｂ　クレビス金具
８ｃ　アイ部
８ｄ　ボルト挿通部
８ｅ　クレビス部
８ｆ　ねじ棒部
８ｇ　ナット
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